


基準価額 29,657円
純資産総額 12,940百万円

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンド
　へ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、運用管理費用（信託報酬）は控除して
　います（後述の「コモンズ30ファンドの費用」をご覧下さい）。
※当ファンドの信託報酬率は、ファンドの純資産総額の一定の増加
　により逓減する仕組みとなっており、当レポート作成基準日
　現在、年率1.0584％（消費税込）です。
※「基準価額の騰落率」は、基準日から過去に遡った期間です。

（2018年2月28日付）
基準価額の推移 ファンドのデータ
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基準価額（左軸・税引前分配金を再投資したものとして算出）基準価額（左軸）純資産総額（右軸）
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運用状況

過去1ヶ月間 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 設定来
▲2.16% 1.37% 12.68% 22.00% 29.88%

5年
103.51% 218.30%

 （2018年2月28日付）

設定来累計
1,360円

第9期
（2018年1月18日）

第5期
（2014年1月20日）

第6期
（2015年1月19日）

第7期
（2016年1月18日）

250円200円 220円 0円

第8期
（2017年1月18日）

240円

分配実績（1万口あたり、税引前）

基準価額（税引前分配金を再投資したものとして算出）の騰落率

最高運用責任者　伊井 哲朗

シニア･アナリスト　鎌田　聡

● 組入比率と組入銘柄に関しては、マザーファンドについての記載となります。

◎運用レビュー
2月のファンドの月間リターンは2.16％の下落となりました。
◎2月の個別銘柄リターン
銘柄別の月間リターン上位3銘柄は、「資生堂(＋15.35％)」、「堀場製作所(＋13.27％)」、「日揮(＋4.46％)」となりました。資生堂は、
2017年12月期の通期決算において利益率の改善を確認できたことなどが強く好感されました。堀場製作所は、2017年12月期の通期
決算が大幅増益となったことや、2018年も好調を維持するとの見通しなどが株価を押し上げました。日揮は、第3四半期決算(10-12月期)
においてプロジェクトマネジメントが順調であることや、通期会社計画を上回る進捗を確認できたことなどが好材料となりました。
下位3銘柄は、「SMC(▲15.86％)」、「クボタ(▲12.18％)」、「日東電工(▲10.74％)」となり、世界同時株安の影響に加えて、後述する
個々要因によって下落しました。SMCは、第3四半期決算(10-12月期)での労務費や素材価格の高騰による利益率低下などが嫌気され
ました。クボタは、2017年12月期通期決算及び2018年12月期会社計画が市場の期待を下回ったことなどが材料視されました。日東
電工は、自己株式取得を発表したものの、ライフサイエンス事業の先行き懸念などが悪材料視されました。
○運用責任者メッセージ
2月の内外金融市場は、これまで低位に安定していた米国株式の変動率（ボラティリティー）の急激な高まり及び米国長期金利の上昇を
きっかけとして米国発の世界的な株安となりました。また、世界的な景気上振れを受けて、先進国の中央銀行が金融政策の正常化への
プロセスを急ぐ懸念も台頭しつつあります。
これまでの低インフレ、低金利、低い株式市場の変動率がリスク資産の上昇を後押ししてきましたが、今後は、リスク資産ならどれでも
上昇する局面から、しっかりとしたファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）や企業業績の分析に基づく投資が重要になってくると考えて
います。つまり厳選された投資が効果をもたらす局面です。まさに当ファンドの運用に適した環境でもあります。事実、年初からのコモンズ
30ファンドは、下落局面での耐性を発揮していますが、今後も、慎重なスタンスを維持しながら長期的な視点での厳選投資を続けて参り
ます。引き続き、ご期待ください。
◎投資委員会メンバー
○伊井哲朗、渋澤健、鎌田聡、上野武昭、末山仁 ／ ○は最高運用責任者

※「基準価額の騰落率」は、基準日から過去に遡った期間です。

※分配金実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。 ※収益分配金は委託会社が決定します。分配を行わない場合もあります。
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https://www.plus-social.jp
https://www.terra-r.jp/index.html
https://www.commons30.jp/seminars/detail/622
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http://www.commons30.jp/seminar/
http://1okutoshin.net/







